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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 455,679 8.0 32,870 21.6 33,435 18.6 22,278 20.2

2024年３月期第３四半期 421,917 △3.4 27,024 △9.2 28,180 △12.6 18,528 △7.9
(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 22,156百万円(△18.3％) 2024年３月期第３四半期 27,123百万円( △7.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 410.86 －

2024年３月期第３四半期 323.44 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 549,679 283,955 51.0

2024年３月期 505,045 285,433 55.8
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 280,342百万円 2024年３月期 282,047百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 84.00 － 90.00 174.00

2025年３月期 － 102.00 －

2025年３月期(予想) 102.00 204.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 604,000 7.2 41,000 16.4 41,000 11.9 28,000 14.8 529.42
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 58,572,769株 2024年３月期 61,757,978株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 5,684,214株 2024年３月期 6,273,407株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 54,225,525株 2024年３月期３Ｑ 57,283,645株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定要素を含んで
おります。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、詳細につきましては、添付資
料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」および本
日(2025年１月31日)公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、製造業における生産活動の回復傾向がまだら模様となっていま

すが、サービス業が世界的に好調を維持し、インフレ圧力の緩和で消費回復、デジタル化の進展で情報通信サービ

スが好調に推移しました。米国では、良好な所得環境が引き続き個人消費を下支えし、ＥＶ関連を中心に設備投資

が堅調に推移しています。中国では、輸出において駆け込み需要の動きを見せましたが、インフラ投資の伸び悩み、

住宅販売・個人消費の低迷等が内需を中心に影響し、日系企業の生産活動にも影響しております。東南アジアでは、

ＩＴ関連・半導体の製品需要の回復で輸出が好調に推移し、インフレ圧力の緩和で内需も堅調に推移しております

が、化学業界ではメンテナンス案件が端境期で減少しております。国内経済では、半導体需要、サービス輸出は堅

調に推移しておりますが、中国景気の減速で対中輸出に影響がでております。また、国内需要は、人手不足の影響

はありますが、インバウンド需要の回復、価格転嫁の動き、堅調な設備更新・環境関連投資に支えられ、回復の動

きを見せています。

このような経済情勢の下、当第３四半期連結累計期間における売上高は4,556億79百万円と前年同四半期比8.0％

の増収、利益面においては営業利益が328億70百万円と21.6％の増益、経常利益が334億35百万円と18.6％の増益、

親会社株主に帰属する四半期純利益が222億78百万円と20.2％の増益となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

① 物流事業

港湾国際では、中国での国際輸送作業が減少しておりますが、国内のプロジェクト輸送案件、倉庫保管・梱包作

業が増加しております。３ＰＬ一般では、国内での鋼材・化学品関連等輸送の増加はありますが、電子部品・消費

財の取扱い減少に加え、中国域内での自動車部品・消費財等が内需不振の影響を受けて輸送作業等が低調に推移し

ております。構内では、国内客先の単価改定の進展、出荷・ヤード作業の増加に加え、中東での新規作業の増加及

び昨年度計上した追加コストの剥落影響がでております。

以上の結果、物流事業全体の売上高は2,224億26百万円と前年同四半期比3.8％の増収、セグメント利益（営業利

益）は71億15百万円と前年同四半期比0.6％の減益となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間の売上高に占める割合は48.8％であります。

② 機工事業

設備工事では、国内での鉄鋼・化学・環境関連工事において、据付・建設工事の増加に加え、米国でのＥＶ関連

の工場建設・増強工事が増加しております。メンテナンスでも、国内ＳＤＭ（大型定期修理工事）の工事量がメジ

ャー年による影響で各所において増加したことに加え、日常メンテナンス作業も好調に推移しました。

以上の結果、機工事業全体の売上高は2,121億25百万円と前年同四半期比13.1％の増収、セグメント利益（営業利

益）は240億33百万円と前年同四半期比32.3％の増益となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間の売上高に占める割合は46.6％であります。

③ その他

鉄鋼関連工事及びＳＤＭ関連工事の増加に伴い機材賃貸が増加しました。

以上の結果、その他全体の売上高は211億28百万円と前年同四半期比5.1％の増収、セグメント利益（営業利益）

は16億55百万円と前年同四半期比6.8％の増益となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間の売上高に占める割合は4.6％であります。
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（２）財政状態に関する説明

(流動資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は2,967億２百万円であり、前連結会計年度末に比べ349億35百万

円、13.3％増加しました。主な要因は、工事の進捗に伴う契約資産の増加等によるものです。

(固定資産)

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は2,529億76百万円であり、前連結会計年度末に比べ96億97百万

円、4.0％増加しました。主な要因は、国内・海外での建設仮勘定の増加等によるものです。

(流動負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は1,541億40百万円であり、前連結会計年度末に比べ468億２百万

円、43.6％増加しました。主な要因は、季節資金等の支払を目的としたコマーシャル・ペーパーの発行と短期借入

金の増加、固定負債からの振替による１年内償還予定社債の増加等によるものです。

(固定負債)

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は1,115億83百万円であり、前連結会計年度末に比べ６億91百万

円、0.6％減少しました。主な要因は、長期借入金の増加と流動負債への振替による社債の減少との差等によるもの

です。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は2,839億55百万円であり、前連結会計年度末に比べ14億78百万円、

0.5％減少しました。主な要因は、時価の減少に伴うその他有価証券評価差額金の減少および、自己株式の増加等に

よるものです。

当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末を4.8ポイント下回る51.0％となっておりま

す。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績見通しにつきましては、第３四半期までの収益の実態を精査し、足元の当社グループを取り巻く経済

環境等を鑑みた上で、前回公表（2024年10月31日公表決算短信）いたしました通期の業績予想値を修正し、売上高

6,040億円、営業利益410億円、経常利益410億円、親会社株主に帰属する当期純利益280億円と予想しております。

(通期 連結業績予想)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想(Ａ) 596,000 39,000 39,500 27,000

今回発表予想(Ｂ) 604,000 41,000 41,000 28,000

増減額(Ｂ－Ａ) 8,000 2,000 1,500 1,000

増減率(％) 1.3 5.1 3.8 3.7

(参考 通期 個別業績予想)

売上高 経常利益 当期純利益

百万円 百万円 百万円

前回発表予想(Ａ) 418,500 31,000 23,000

今回発表予想(Ｂ) 426,500 32,000 23,500

増減額(Ｂ－Ａ) 8,000 1,000 500

増減率(％) 1.9 3.2 2.2

（修正理由）

機工事業では、メンテナンスにおいて、ＳＤＭ案件で追加工事の獲得、設備工事においても設備更新・増強工事

の獲得等、物流事業でも、構内での付帯作業獲得、輸送作業が増加したこと等により、前回予想を修正することと

いたしました。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 50,717 53,252

受取手形、売掛金及び契約資産 197,922 224,841

有価証券 1,414 1,217

未成作業支出金 1,162 1,922

その他の棚卸資産 2,475 2,482

その他 8,300 13,215

貸倒引当金 △226 △230

流動資産合計 261,766 296,702

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 67,917 67,226

土地 57,859 58,002

その他（純額） 42,457 51,395

有形固定資産合計 168,234 176,625

無形固定資産

のれん 46 1,896

その他 6,816 7,145

無形固定資産合計 6,863 9,042

投資その他の資産

投資有価証券 36,579 33,829

その他 32,025 33,880

貸倒引当金 △424 △400

投資その他の資産合計 68,180 67,309

固定資産合計 243,279 252,976

資産合計 505,045 549,679



山九株式会社(9065) 2025年３月期 第３四半期決算短信

6

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 46,498 48,930

短期借入金 13,600 25,142

コマーシャル・ペーパー － 15,000

1年内償還予定の社債 － 10,000

未払法人税等 3,969 6,724

契約負債 1,647 2,754

賞与引当金 10,328 9,566

その他 31,293 36,021

流動負債合計 107,337 154,140

固定負債

社債 25,000 15,000

長期借入金 33,996 40,871

退職給付に係る負債 31,253 31,734

その他 22,025 23,977

固定負債合計 112,274 111,583

負債合計 219,612 265,723

純資産の部

株主資本

資本金 28,619 28,619

資本剰余金 12,715 12,715

利益剰余金 235,797 235,576

自己株式 △24,132 △24,930

株主資本合計 253,000 251,982

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 15,145 13,297

繰延ヘッジ損益 10 △7

土地再評価差額金 105 △111

為替換算調整勘定 8,104 9,906

退職給付に係る調整累計額 5,679 5,274

その他の包括利益累計額合計 29,046 28,360

非支配株主持分 3,385 3,612

純資産合計 285,433 283,955

負債純資産合計 505,045 549,679
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 421,917 455,679

売上原価 375,437 401,038

売上総利益 46,479 54,640

販売費及び一般管理費 19,454 21,770

営業利益 27,024 32,870

営業外収益

受取利息 526 724

受取配当金 915 1,020

為替差益 116 －

その他 828 783

営業外収益合計 2,386 2,527

営業外費用

支払利息 579 901

為替差損 － 117

その他 652 943

営業外費用合計 1,231 1,962

経常利益 28,180 33,435

特別利益

投資有価証券売却益 － 570

特別利益合計 － 570

特別損失

減損損失 177 169

特別損失合計 177 169

税金等調整前四半期純利益 28,002 33,836

法人税等 9,291 11,247

四半期純利益 18,711 22,588

非支配株主に帰属する四半期純利益 183 309

親会社株主に帰属する四半期純利益 18,528 22,278
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 18,711 22,588

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,353 △1,847

繰延ヘッジ損益 0 △18

為替換算調整勘定 6,326 1,850

退職給付に係る調整額 △268 △416

その他の包括利益合計 8,411 △431

四半期包括利益 27,123 22,156

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 26,675 21,810

非支配株主に係る四半期包括利益 447 346
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

（自己株式の取得）

当社は、2023年５月10日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法

第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議し、当社普通株式2,660,300株を13,149百万円にて取得い

たしました。この結果、当第３四半期連結会計期間末における自己株式は22,279百万円となっております。

当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

（自己株式の取得）

当社は、2024年５月13日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法

第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議し、当社普通株式2,594,800株を13,044百万円にて取得い

たしました。この結果、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が13,044百万円増加しております。

（自己株式の消却）

当社は、2023年５月10日及び2024年３月27日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式

を消却することを決議し、2024年４月15日付で自己株式3,185,209株を消却いたしました。この結果、当第３四半期

連結累計期間において、資本剰余金が０百万円、利益剰余金が12,252百万円及び自己株式が12,252百万円減少して

おります。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。法人税等の計上区分（その他の包

括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項ただし書きに定める経過的な取扱い

及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号2022年10月28日。以下「2022年改正

適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の

変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位:百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３物流事業 機工事業 計

売上高

外部顧客への売上高 214,290 187,514 401,804 20,112 421,917 － 421,917

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2,354 2,807 5,161 1,255 6,417 △6,417 －

計 216,644 190,322 406,966 21,368 428,335 △6,417 421,917

セグメント利益 7,158 18,164 25,322 1,550 26,873 151 27,024

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム、人材派遣、機材

賃貸、土木・建築工事等の関連サービスを実施しております。

２. セグメント利益の調整額151百万円は、未実現利益調整額であります。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位:百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３物流事業 機工事業 計

売上高

外部顧客への売上高 222,426 212,125 434,551 21,128 455,679 － 455,679

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2,727 2,722 5,449 1,731 7,181 △7,181 －

計 225,153 214,847 440,001 22,859 462,860 △7,181 455,679

セグメント利益 7,115 24,033 31,148 1,655 32,803 67 32,870

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム、人材派遣、機材

賃貸、土木・建築工事等の関連サービスを実施しております。

２. セグメント利益の調整額67百万円は、未実現利益調整額であります。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 14,250百万円 14,457百万円

のれんの償却額 154 〃 24 〃


